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絵本を使った食育の効果

The Effect of Picture Books on Dietary Education for Schoolchildren

（2011年３月31日受理）
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要　　　　　約

　子どもの食を取り巻く環境は大きく変化しており，食事のあり方は体のみならず心の健康への影響も指摘され，食育

が注目されている。本研究では，絵本の読み聞かせか手作り資料等のいずれかと簡単なクッキングを組み合わせた食

育を実施し，食育の指導媒体としての絵本の有用性を検討した。なお，クッキングでは絵本や資料の内容に関連した簡

単なおやつを作った。対象は，Ｒ学童保育の１～４年生の33名とＭ学童保育の１～３年生の35名とし，2009年６月から

2010年２月まで11月を除く毎月１回，学童保育のクラブハウスを会場に食育を実施した。保護者のアンケート調査結果

から，絵本の読み聞かせによる食育では69.6％が，手作り資料等による食育では70.0％が家庭で食育の内容を家族と話

題にしており，手作り資料等による食育と同様に絵本の読み聞かせによる食育も，児童の食への関心が高まっているこ

とが伺えた。また，絵本の読み聞かせでは，児童は集中して話を聞いてくれたが，手作り媒体では，媒体に興味をもち，

聞いてくれる児童も大勢いたが，最後まで話を聞いてくれない児童もおり，思うように話が進まないことがあった。こ

のことから，絵本は食育の導入として媒体より効果があると思われる。

　今回どちらの方法も児童の食への関心を高められたと考えるが，今回の取り組みの効果は，クッキングがより一層，

児童の食に関する興味を高めたとも考えられる。今後，クッキングを組み合わせない方法で絵本の食育への効果を検討

していく必要がある。

１．緒　　　　　言

　子どもの食を取り巻く環境は大きく変化しており，食

事のあり方は体のみならず心の健康への影響も指摘され

ている１)。2005年に公布された食育基本法前文には，「子

どもたちが豊かな人間性をはぐくみ，生きる力を身につ

けていくためには，何よりも『食』が重要である。今，

改めて，食育を生きる上での基本であって，知育，徳育

および体育の基礎となるべきものと位置付けるととも

に，様々な経験を通じて『食』に関する知識と『食』を

選択する力を習得し，健全な食生活を実践することがで

きる人間を・・・」とあり，現在，食育が家庭や学校，

保育所，地域等あらゆる場で行われている１)。また，食

育は幼児の頃から必要とされており，子どもの頃からの

様々な体験により健全な食習慣が身に付くといわれてい

る１）。佐々木・矢崎等も，早い時期から効果的な食教育

を行い，食習慣を中心とした健康生活を形成していく能

力を養うことが重要であると述べている２）。子どもへの

食育の実践方法としては，調理を通して食のスキルや人

との関わり方を学ぶ方法もあれば，野菜の栽培を通して

地域や生産者への感謝の気持ちを培う方法やリーフレッ

トやカルタ，紙芝居等を利用して，食に関する知識や食
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の関心を高める方法等もある３，４)。

　一方，絵本は子どもの成長過程で必ず出会うものであ

る。食材の起源や育て方，食習慣，調理方法等食に関す

る多様な事柄をテーマにした絵本が数多くあり，子ども

が絵本の世界に浸り，食についての疑似体験をすること

で，現実の生活に良い影響を与え，子どもの生きる力を

育むといわれている５）。また，吉田等は，難しい話も絵

本を利用して話をすると，話を聞いた子どもは絵本に興

味を示し，その内容を理解することができ，内容理解の

第一歩として有効であると述べている６)。尾崎も絵本の

読み聞かせから話に出てきた料理を実践する活動は子ど

もたちにとって充実した経験となり，生活体験を広げ，

より豊かなものにすると同時に，その絵本をより深く楽

しめると述べている７)。

　本研究では，学童保育を利用している児童を対象に従

来からよく使われている手作りの資料等による話あるい

は絵本の読み聞かせのいずれかとその内容に関連した簡

単クッキングを組み合わせて食育を行い，食育の指導媒

体としての絵本の有用性を検討した。

２．方　　　　　法

１　対象と実施期間

　対象は，Ｒ小学校の学童保育（以下，「Ｒ学童保育」

という。）を利用している1年生13人,2年生9人,3年生10

人,4年生1人の計33名とＭ小学校の学童保育（以下，「Ｍ

学童保育」という。）を利用している1年生12人,2年生12

人,3年生11人の計35名とし,2009年6月から2010年2月ま

で11月を除く毎月1回,「わくわくクッキング」と名付け,

学童保育のクラブハウスを会場に8回食育を実施した。

学校行事や塾等の関係で,参加児童の数は一定ではない。

また,9月以降には4年生は参加していない。

２  Ｒ，Ｍ小学校の環境と学童保育について

　Ｒ小学校は，吉備路の中心に位置し，農業地域と門前

町地域と商業地域とで構成されていて，小学校の近くに

は田園が広がり，自然が豊かな地域である。子どもの家

庭は三世代同居または，近所に祖父母が住んでいる場合

が多く，人々の繋がりも強い８)。　　

　Ｍ小学校は，岡山市の旧市街地のはずれに位置し，周

りをアパートやマンション，一戸建ての住宅に囲まれて

いる。学区内には，保育園，幼稚園，中学校，高等学校，

児童センターや公民館等がある９）。

　全国学童保育連絡協議会によると，「学童保育とは，

共働き家庭や母子・父子家庭の小学生の子どもたちの毎

日の放課後（学校休業日は一日）の生活を守る施設であ

る。学童保育に子どもたちが入所して安心して生活が送

ることができることによって，親も仕事を続けられる。

学童保育には親の働く権利と家族の生活を守るという役

割もある。学童保育では，家庭で過ごすのと同じように，

休息，おやつを食べる，友達と遊ぶ，宿題，お掃除など

を行う」。とある10）。　

３　食育の実施内容

　Ｒ学童保育では絵本の読み聞かせ(以下「方法Ⅰ」と

いう。)と絵本に関連する食材を用いたクッキング（主

におやつ作り）を行った。Ｍ学童保育では絵本と同じ題

材に設定した手づくり資料によるお話(以下「方法Ⅱ」

という。)とＲ 学童保育と同じ内容のクッキングを行っ

た。

　通常，学童保育では図１に示した流れで児童は過ごし

ている。児童がクラブハウスにやってくる時間は学年や

曜日により，まちまちである。自由時間の過ごし方は，

児童の判断に任されており，宿題や外遊び，室内遊び等

をしているが，外遊びをする児童が多い。おやつは必ず

全員がそろって食べている。そこで，両学童保育指導員

と事前打ち合わせを行い，食育は通常の時間帯を少し変

え，図１に示したスケジュールで行った。絵本の読み聞

かせや手作り資料を使っての話は全員がそろって食べる

おやつの時間を利用することにし，クッキングは，室内

遊び，外遊び，クッキングの中からクッキングを選んだ

希望者を対象にして実施した。

　Ｒ学童保育の希望により，夏休みに実施した第３回は

昼食を自分達で作ることにして図１に示したスケジュー

ルで全児童を対象に行った。第８回もＲ学童保育の希望

により全員で行った。
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図１．学童保育の通常スケジュールと食育実施日のスケジュール
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(希望者のみ) 

４　食育の評価等の方法

　児童への質問紙によるアンケートは，学校と家庭の中

間に位置している学童保育という場所で子どもたちは開

放感にあふれており，一斉に実施することは難しかった。

そこで，毎回，児童のその場の様子を記録するとともに，

口頭で「料理が好きか」，「前回行ったクッキングを家で

行ったか」，「今回の話がわかったか」などの質問を行い，

その回答状況を記録した。また，「わくわくクッキング」

終了後に質問紙を保護者に児童を通して配布し，回収し

た。質問内容は表１に示した９項目とし，各項目とも「そ

う思う＝３」，「ふつう＝２」，「そう思わない＝１」の３

件法とした。ただし，質問２では読んだ回数を尋ね，配

布資料８枚中「４枚以上読んだ」を「そう思う」とし，

配布資料８枚中「１～３枚以上読んだ」を「ふつう」と

し，配布資料を「１枚も読んでいない」を「そう思わない」

とした。質問５では家でおやつを作った回数を尋ね，８
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品中「４品以上作った」を「そう思う」とし，８品中「１

～３品作った」を「ふつう」とし，「１品も作っていない」

を「そう思わない」とした。全質問項目の点数の総和を

方法Ⅰ，Ⅱ間及び，男女児間でｔ検定を，児童の家庭で

の状況はχ二乗検定をSPSS14.0Jを用いて行い，いずれ

も５％未満を有意水準とした。

　なお，実施にあたって両学童保育の「学童保育運営委

員会」の許可を得た。

５　食育のねらいと絵本，クッキングのねらい，リーフ

レットの内容について 

　表２に方法Ⅰ，方法Ⅱに使用した絵本や媒体等を示し

ている。また，各回のねらいと絵本を選んだ理由，クッ

キングのねらい，リーフレットの内容を表３に示してい

る。リーフレットは手作りとし，絵や写真をたくさん取

り入れた。レシピは手順がわかるよう，調理過程の写真

を取り入れて説明したものを作成した。

　家庭には，児童を通して，毎回，リーフレットとレシ

ピを配布した。

６　クッキングの方法

　両クラブハウスには家庭と同じような流しや加熱調理

器具等はあるが，大勢が参加できる調理設備は整ってい

ないので，必要な調理器具（まな板，包丁，ボール，ホッ

トプレート，カセットコンロ等）は実施者が準備し，調

理台は普段，おやつを食べているテーブルを使った。お

やつは15 ～ 20分で調理できるもの，身近な食材である

こと，簡単な調理器具でできるもの，使用調理器具がで

表１　アンケート質問項目

１　本や絵本をよく読むか

２　配布した資料を読んだか

３　資料を子どもとよく話題にしたか

４　子どもは感想を家でよく話したか

５　紹介したおやつを子どもと一緒に作ったか

６　家で食の話をよくするか

７　家で手伝いをよくするか

８　今回の絵本の読み聞かせ、食に関する話はよかったか

９　今回のクッキングはよかったか

表２　使用した絵本・媒体・リーフレット及びクッキングの内容　　

回 方法Ⅰに使用した絵本 方法Ⅱに使用した媒体 リーフレットの題名 クッキングの調理内容

１ おべんとくん11)　 ごはんの働きの絵カード お米はパワーのみなもと！ おこのみごはん

２ やさいのオイシンピック12) 野菜の働きの絵カード

にんじんの種と葉っぱ

にんじんのオレンジ色のひみ

つ！
にんじんクッキー

３ スープづくり　あじくらべ13) 食事バランスガイドの壁紙、食

品・料理カード、寒天　　
健康によい食事

おにぎり、ウインナー串、野菜

いっぱい味噌汁、フルーツ寒天

※

４

ちびくろ・さんぼ14)

りんごのぼうけん・ばななのね

がい15)

果物の絵カード、クイズ
かきが赤くなると医者が青くな

るのはなぜ？
アイスチョコバナナ

５ おつきみうさぎ16) 絵本「おつきみさぎ」
お月見・１年間の行事食　なん

だろう？
お月見だんご

６ ねずみのいもほり17) 秋の味覚クイズ 旬の美味しい食べ物なーんだ？ さつまいも茶巾

７ ばばばあちゃんのおもちつき18) 絵本「ばばばあちゃんのおもち

つき」

どんなおもちやおだんごしって

いるかな？
いちご大福

８ ぐりとぐら19) チョコレートの秘密クイズ、カ

カオ含量が違うチョコレート
チョコレートのヒミツ♪ チョコレートケーキ

※方法Ⅱではフルーツ寒天を作った。
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きるだけ少ないものを選んだ。６回目に作りたいものを

児童に尋ね，可能な限りメニューに取り入れた。

３　結　　　　　果

１　方法Ⅰ，Ⅱ実施時の児童の様子

　方法Ⅰでは，動き回っていた児童や友達同士のおしゃ

べりを楽しんでいた児童も，絵本を読み始めるとすぐに

静かになり，聞き入っていた。途中，動きだそうとする

児童には，友達が話を聞こうと注意してくれ，絵本の読

み聞かせに集中していた。

　方法Ⅱでは，媒体に興味をもち，聞いてくれる児童が

多かったが，集中力が続かない児童や始めから落ち着き

表３　ねらいと絵本を選んだ理由，クッキングのねらい，リーフレットの内容

回 ねらい 絵本を選んだ理由 クッキングのねらい リーフレットの内容

１
主食と米の大切さを学

ぶ。

主食のおにぎりが登場

し，主食が大切であるこ

とがわかる絵本を選ん

だ。

いろいろな種類のおにぎりがあり，お

にぎりが立派なおやつになることやお

にぎりは簡単にできることを知る。

体内に運ばれたご飯が，考える力や体

温，体を動かす熱になることを知らせ

る。

２

野菜の嫌いな子どもを少

なくし，野菜のおいしさ

を学ぶ。

身近な野菜の特徴がわか

る絵本を選んだ。

にんじんをクッキーにすると甘いおや

つになることに気付き，にんじんが苦

手な子どもでも，食べることができる。

カロテンには暗い所に入ってもすぐ見

えたり，肌をつやつやにしたり，風邪

や他の病気になりにくくする力がある

ことを知らせる。

３
健康な食事について学

ぶ。

ていねいにとっただしは

いろいろな料理に利用で

きることがわかる絵本を

選んだ。

バランスの良い“お昼ごはん”を簡単

に作ることができる。いりこから出し

を取ったみそ汁の美味しさに気付く。

食べ物は５つのグループに分かれるこ

とや今日の料理がどのグループに分か

れるかを知らせる。

４
旬や産地及び，果物の美

味しさを学ぶ。

りんごの種類や栽培，外

国からやってくる果物が

わかる絵本を選んだ。

果物だけだと食べない子どもが好きな

チョコを果物にかけて冷やしたおやつ

を食べ，果物は美味しいことに気付く。

旬の果物には，ビタミンＣが豊富に

入って入ることとビタミンＣの働きに

ついて知らせる。

５ 行事食について学ぶ。

年間行事の１つの“お月

見”に関する絵本を選ん

だ。　　   

行事を知らず，行事食を食べたことの

ない児童が，月見と月見に食べる料理

を知る。

月見とは，15夜に15個の団子とススキ

と里芋を供えて豊作に感謝する行事で

あることや1年間の行事食を知らせる。

６
さつまいもを利用し，旬

について学ぶ。

さつまいもが登場する絵

本を選んだ。

大学で採れたさつまいもを児童が見

て，さつまいもの旬とその味を舌で味

わう。

旬とは，食べ物が一番美味しい時期で

あることや食べ物クイズをとおして秋

の旬の食べ物を知らせる。

７

疑似もちつきをし，自分

でも簡単におもちが出来

ることを知る。

おもちにたくさんの食べ

方があることがわかる絵

本を選んだ。

自分でも簡単におもちを作ることがで

きる事を知る。

岡山県内各地の餅を載せ，地域により

その土地の餅があることを知らせる。

８
楽しく会食することを学

ぶ。

楽しくクッキングをする

様子，楽しく食べる様子

がわかる絵本を選んだ。

みんなで作ると楽しいことに気付き，

食に興味を持つ。

チョコレートは気分を落ち着かせてく

れるといういい働きもあるが，普段食

べているチョコレートには砂糖がたく

さん使われていることを知らせる。

がない児童がいた。人参の種や寒天，カカオマスの実物

をみせて手にふれるとそのことに気持ちが移ってしまし

い，話が聞けなくなり５分程度の話がうまく進まないこ

とがあった。方法Ⅱを行ったＭ学童保育で第５回と第７

回の２回，方法Ⅰの絵本を導入した。その回は，いつも

騒がしくしていた児童もとても静かに話を聞いた。

２　クッキング時の児童の様子

　クッキングの参加人数は表４のとおりで，参加人数は

少なかった。クッキングを行っているとしばらく周りで

その様子を見ている児童がたくさんいたので，６回目に

全員に作ってみたいおやつのリクエストを尋ね，７，８

回目に取り入れた。これがきっかけで参加者は増え，男
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子の参加もあった。１年生には指導者が声かけをすると

競うように楽しんで行っていた。何回も参加しているう

ちに，ぎこちない手つきで調理をしていた児童が，だん

だん上手に料理ができるようになった。

３　保護者アンケートの結果

　方法Ⅰ（Ｒ学童保育）の保護者33名，方法Ⅱ（Ｍ学童

保育）の保護者35名にアンケートを実施し，方法Ⅰは20

名（回収率60.6％），方法Ⅱは23名（回収率65.7％）か

ら回答を得た。

　児童の家庭での状況は表５に示したが，方法Ⅰと方法

Ⅱの間の差はなかった。「本や絵本をよく読むか」とい

う問いに対して，「そう思う」，「ふつう」と回答した者

は方法Ⅰでは85.0％，方法Ⅱでは95.7％だった。「配布

した資料を読んだか」という問いに対して，「そう思う」，

「ふつう」と回答した者は方法Ⅰでは95.0％，方法Ⅱで

は87.0％，「配布した資料をよく話題にしたか」につい

ては，「そう思う」，「ふつう」と回答した者は方法Ⅰで

は75.0％，方法Ⅱでは56.5％だった。「感想を家でよく

話したか」という問いに対し，方法Ⅰでは70.0％，方法

表４　クッキング参加人数の推移

回

(実施月）

１

(６月)

２

(７月)

３

(８月)

４

(９月)

５

(10月)

６

(12月)

７

(１月)

８

(２月)

方法Ⅰ
女子 4 4 15 6 4 4 7 16

男子 0 0 11 0 0 0 0 13

方法Ⅱ
女子 13 7 8 7 6 3 7 13

男子 0 0 0 0 0 0 4 11

※方法Ⅰでは、第３回、第８回は全員参加

Ⅱでは69.6％がよく話していた。その内容は，「おいし

かったからまた作りたい」，「今度家でもしよう」，「レシ

ピの手順を説明してくれた」等だった（自由記載欄記入）。

「紹介したおやつを子どもと一緒に作ったか」という問

いに対し，方法Ⅰでは60.0％，方法Ⅱでは34.8％が家で

1品以上作っていた。「家で食の話をよくするか」という

問いに対し，方法Ⅰ，Ⅱとも全児童が食について何らか

の話をし，殆どの児童が家で手伝いをよくしていた。

　「絵本の読み聞かせ（方法Ⅰ），食に関する話（方法Ⅱ）

は良かったか」という問いに対し，方法Ⅰで，「そう思う」

が75.0％，方法Ⅱでは，「そう思う」が，91.3％，今回

取り組んだ簡単クッキングについても同様に方法Ⅰでは

75.0％，方法Ⅱでは91.3％が良いと答え，自由記載欄に

は，「食の大切さを子どもが学ぶ良い機会だと思う」，「配

布した資料には知らないことも多く，興味を持っていて，

家での話題となっている」，「今回のクッキングがきっか

けで子どもと一緒に作ることができた」，「いろいろな体

験をさせていただけ，感謝している」などがあった。

　方法Ⅰ，Ⅱと男児，女児の質問項目別の平均点数と標

準偏差を表６に示した。方法Ⅰ，Ⅱ間において「紹介し

たおやつを子どもと一緒に作ったか」の項目に有意な差

が見られたが，他の項目では有意差は見られなかった。

男女児間で「本や絵本を読む」，「紹介したおやつを作る」，

「家での手伝い」，「今回のクッキングの評価」に有意差

が見られ，女児の方が男児より「本や絵本をよく読む」，

「一緒におやつを作った」，「手伝いをよくする」，｢今回

のクッキングはよかった｣という児童が多かった。

表５　児童の家庭での状況

質問項目

方法Ⅰ(ｎ＝20) 方法Ⅱ(ｎ＝23)

そう思う ふつう
そう思わ

ない
無回答 そう思う ふつう

そう思わ

ない
無回答

１　本や絵本をよく読むか 10(50.0) 7(35.0) 3(15.0) 0(0.0) 10(43.5) 12(52.2) 1(4.3) 0(0.0)

２　配布した資料を読んだか※１ 11(55.0) 8(40.0) 1(5.0) 0(0.0) 7(30.5) 13(56.5) 3(13.0) 0(0.0)

３　資料を子どもとよく話題にしたか 3(15.0) 12(60.0) 3(15.0) 2(10.0) 3(13.0) 10(43.5) 6(26.1) 4(17.4)

４　子どもは感想を家でよく話したか 14(70.0) 0(0.0） 4(20.0) 2(10.0) 16(69.6) 0(0.0） 5(21.7) 2(8.7)

５　紹介したおやつを子どもと一緒に作ったか※２ 3(15.0) 9(45.0) 8(40.0) 0(0.0) 0(0.0) 8(34.8) 15(65.2) 0(0.0)

６　家で食の話をよくするか 7(35.0) 13(65.0) 0(0.0) 0(0.0) 11(47.8) 12(52.2) 0(0.0) 0(0.0)

７　家で手伝いをよくするか 5(25.0) 15(75.0) 0(0.0) 0(0.0) 8(34.8) 13(56.5) 2(8.7) 0(0.0)

８　今回の絵本の読み聞かせ、食に関する話はよかったか 15(75.0) 4(20.0) 0(0.0) 1(5.0) 21(91.3) 2(8.7) 0(0.0) 0(0.0)

９　今回のクッキングはよかったか 15(75.0) 5(25.0) 0(0.0) 0(0.0) 21(91.3) 3(8.7) 0(0.0) 0(0.0)
※１そう思う：配布資料８枚中４枚以上読む、ふつう：配布資料８枚中１～３枚以上読む、そう思わない：配布資料を１枚も読んでいない
※２そう思う：８品中４品以上おやつを作った、ふつう：８品中１～３品おやつを作った、そう思わない：１品もおやつを作っていない

数字は回答数であり、（　)内は％を示している。
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４．考　　　　　察

　本研究では，絵本の読み聞かせあるいは従来からよく

使われている手作りの資料等による話のいずれかとその

内容に関連したクッキングを組み合わせて学童保育の子

どもたちを対象に食育を実施し，食育の指導媒体として，

子どもたちの身近にある手軽な絵本が指導資料として有

用であるかを検討した。

　保護者のアンケート調査結果を見ると手作り資料等に

よる食育と同様，絵本の読み聞かせによる食育も，児童

は家庭で食に関する話をするなど，児童の食への関心が

高まっていた。クッキングに参加していない児童も感想

を家庭で話しており，食の話を聞き，それに関連したお

やつを食べることにより，児童の食への関心が高まって

いることが伺える。

　指導に用いるリーフレットや紙芝居など多くの食育媒

体があり，効果も期待できる20)。これらの指導媒体は指

導者の創意工夫により指導しようとする内容を媒体にそ

のまま反映できる利点がある代わりに，製作に時間がか

かるという難点がある。絵本は指導しようとする内容や

指導を受ける子どもの年齢に合った絵本を見つけ出す難

しさがある代わりに，指導内容に適した絵本があれば，

その絵本を使用して，多くの子どもたちに指導が可能で

ある利点を持っている21)。食に関する内容を取り入れた

絵本は多く出版されており５)，絵本は，子どもたちの身

近にあり，親しみやすいこと，子どもたちの心を引き付

ける言葉や内容，絵の色づかいや細やかな表情までもが

表６　方法Ⅰ、方法Ⅱ別の児童の家庭での状況及び男・女児の家庭での状況

質問項目

方法Ⅰ

(ｎ＝20)

方法Ⅱ

(ｎ＝23) Ｐ

男児

(ｎ＝18)

女児

(ｎ＝25) Ｐ

平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差

１ 本や絵本をよく読むか 1.4 ± 0.7 1.4 ± 0.6 0.840 1.1 ± 0.8 1.6 ± 0.5 0.025*

２ 配布した資料を読んだか 1.5 ± 0.6 1.2 ± 0.7 0.098 1.4 ± 0.6 1.3 ± 0.7 0.591

３ 資料を子どもとよく話題にしたか 1.0 ± 0.6 0.8 ± 0.7 0.461 0.8 ± 0.6 1.1 ± 0.7 0.180

４ 子どもは感想を家でよく話したか 1.8 ± 0.4 1.8 ± 0.4 0.910 1.6 ± 0.5 1.8 ± 0.4 0.170

５ 紹介したおやつを子どもと一緒に作ったか 0.8 ± 0.7 1.3 ± 0.5 0.035＊ 0.3 ± 0.5 0.7 ± 0.7 0.021*

６ 家で食の話をよくするか 1.4 ± 0.5 1.5 ± 0.5 0.407 1.3 ± 0.5 1.5 ± 0.5 0.348

７ 家で手伝いをよくするか 1.3 ± 0.4 1.3 ± 0.6 0.948 1.0 ± 0.5 1.4 ± 0.5 0.007**

８ 今回の絵本の読み聞かせ、食に関する話はよかったか 1.8 ± 0.4 1.9 ± 0.3 0.266 1.8 ± 0.4 1.9 ± 0.3 0.166

９ 今回のクッキングはよかったか 1.8 ± 0.4 1.9 ± 0.3 0.156 1.7 ± 0.5 2.0 ± 0.2 0.009**

*Ｐ＜0.05　**Ｐ＜0.01

※各項目とも「そう思う＝３」「ふつう＝２」「そう思わない＝１」の３件法とした

取り入れられていることから，絵本は一指導媒体として

有用であると考えられる。

　特に児童の様子から，方法Ⅰの絵本の読み聞かせは，

騒いでいてもすぐに静かになり，児童はまっすぐに絵本

に顔を向けて絵本の読み聞かせを聞いていたが，方法Ⅱ

では，媒体に興味をもち，聞いてくれる児童もいた反面，

最後まで話を聞いてくれない児童もおり，思うように話

が進まないこともあった。このことから，絵本は食育の

導入として媒体より効果があると思われる。

　また，調理設備の整っていない施設でも，クッキング

方法を簡単にし，調理器具を工夫りすることで調理によ

る食育は行えることが分かった。

　クッキング参加人数は両学童保育ともに，予想したよ

りも大幅に少なかった。それは，学童保育は学校と家庭

の間に位置し，児童は自分の思いのまま，とても自由に

過ごしていた。自由時間の過ごし方は児童に任されてい

ること，そして児童は外での遊びが大好きで，学童保育

の児童は小学校の運動場を自由に使えることから体を動

かして友達と遊ぶことに大きな喜びを感じており，クッ

キングに参加することはその喜びを超えることにはなら

なかったからと思われた。後半は行事等が重なり，調理

の時間に学童保育に来られない児童も少なくなかった。

しかし，調理参加者は積極的に楽しんで取り組んでいた。

調理参加者からは，「自分でも作れた。」と言った喜びの

声や「楽しい。家でも作ろう。」という発言が多く聞こ

えた。このことから自分でも簡単に作れることを知り，

家でも作ろうとする意欲をもてたのではないかと考えら
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れる。

　クッキングの参加人数が多い時はたくさんの児童に調

理体験をしてもらえるが，全員が全ての作業を行うこと

ができないため，まだ何かやりたいという児童が多くお

り，十分に達成感を得られていないのではないかと思え

た。クッキング参加人数が少ない場合は，一人ひとりの

児童が全調理過程を体験することができ，児童も十分な

達成感，満足感が得られたように見受けられた。また，

全員に目が届き易く，安心して作業ができた。参加人数

の多少に関わらず，食材を知り，においを感じ，自分た

ちが作っておやつを食べることは，児童の食の幅を広げ

る機会になっており，このようなクッキングができる場

を設け，積み重ねていくことが大切であると考える。

　また，多くの保護者が家庭に配布したリーフレットや

レシピに興味を持ち，それを話題にしていた。食育は，

児童のみならず家庭に対して行うことが重要であり，こ

の一手段として家庭にリーフレットやレシピを配布する

ことが重要であることがわかった。

　今回のような食に関する話と簡単なクッキングの取り

組みを長期に続け，繰り返していくことで，子どもたち

はさらに食について興味・関心を持ってくれることが示

唆された。

　今後，さらにこの取り組みを進めていく上での課題が

いくつか考えられる。

　第１にこの取り組みを行うスケジュールの工夫であ

る。今回は図１に示すように，児童が帰ってきて，自由

時間を過ごした後，おやつの時間に話を行い，その後希

望者のみクッキングを実施した。しかし，このスケジュー

ルではクッキングの時間を十分にとれないこともあっ

た。今後は，児童が帰ってくるとすぐの自由時間を利用

し，クッキングを希望者のみに行い，おやつを学童保育

全員分作成する。その後，おやつの時間に話を行い，作

成したおやつを食べてもらう。このようにすると，作っ

た児童はたくさんの人に食べてもらう嬉しさや喜びを感

じ，また，食べる側も作った人が友達であることからクッ

キングへの興味，関心がさらに生まれるのではないかと

考える。

　第２に絵本の選定があげられる。たくさんの食に関す

る絵本が出版されているが，作り方や説明ばかりの絵本

もある。その中で，食育の目的に合致した児童の興味が

わくストーリー性のある絵本を選ぶ必要がある。

　第３は絵本の読み聞かせの技術である。いい絵本を見

つけても読み手がうまく活用できないと児童には伝えた

い内容は届かないと考える。児童の興味を引き付ける話

し方，指導力を高める事が必要であると感じた。

　本研究の限界として次のようなことが考えられる。本

研究では，従来の手作り媒体による食育と絵本からの食

育の両方法において児童の変化の差はなく，どちらの方

法も児童の食への関心を高めることができたが，今回の

取り組みの効果は，絵本やお話しの効果ではなく，クッ

キングや手作りおやつを食べたことが児童の食に関する

興味を高めたとも考えられる。クッキングを組み合わせ

ない方法で絵本の食育への効果を検討していく必要があ

る。

　また，本研究は短期間であったことから，児童の行動

変容を見るには難しかった。岡田氏をはじめ多くの人が，

食育は，長期的な視点で実践していく必要があり，繰り

返しや，段階を踏んだ内容を扱っていくことが欠かせな

いと述べている22)ように，この研究を長期に行っていく

必要があると考える。

５．ま　　と　　め

　食の問題を抱える子どもが多い現在，食の指導はます

ます必要とされる。今回，学童保育で行った食育では，

児童は絵本の読み聞かせを静かに聞いてくれ，食に関す

る関心も高まった。食に関する絵本はたくさん出版され

ていることから，絵本の持つ力を活かした食育は，食育

の一方法として有用であると考える。

　子どもたちは自分で自由に好きな物だけを選択して食

べ，好き嫌いや食わず嫌いを増長させていると考える。

今回の食育では，絵本や媒体で知識を得て，実際に自分

で料理作りを行っている。目や耳から入った情報を，匂

いや味で体験することは，五感に働きかけることとなり，

食育の効果をより高めたと考える。

　今回，調理設備が整っていない施設でも，工夫により

簡単なクッキングを行うことができ，児童が積極的に取

り組む姿や実際に自分で作れた喜びの声を聞くことがで

きた。

　また，絵本や手作り資料，イラストや写真がたくさん
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入ったリーフレットにより，児童の心を惹きつけるとと

もに家庭へ配布したリーフレットやレシピが家庭で話題

になっていた。児童に直接，働きかけ，同時に家庭へ働

きかけることが大切であることがわかった。

　今回の取り組みは，児童と保護者の食への興味付けの

一歩であり，この食育実践を長期にわたり続けていく必

要がある。
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